


MZCC事務局
松本市環境・地域エネルギー課

令和８年３月１６日

松本平ゼロカーボン・コンソーシアムの取組みと展望

松本平ゼロカーボン・コンソーシアム事務局 次長
松本市環境・地域エネルギー課 課長 鈴木 博史
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１ 設立経緯

「松本市再生可能エネルギー地産地消推進計画」に
「パートナーシップ推進組織による再エネ事業推進支援」を明記

信州大学と松本市との包括連携協定に基づく連携協議会にて
連携を希望する事業として本組織が提案・追加

組織設立に向け、信州大学と協議を重ねる

信州大学と松本市が中心となり、設立準備会を計３回実施

松本平ゼロカーボン・コンソーシアム設立

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度～

令和３年度

令和４年２月

２ 目的

３ 扱うテーマ

世界的に求められることとなった２０５０年を目標とする「脱炭素社会」の実現に向け、広く松本地域
の産学官の力を結集させ、地域性と事業性とが両立したエネルギー自立地域の形成が促進される事業
の展開を支援する。

地域主導型のエネルギー事業の確立
再生可能エネルギーの導入
住宅・ビル等の省エネ技術開発と普及
EV（電気自動車）やFCV（燃料電池自動車）等の普及
その他、脱炭素社会の実現のために必要な活動
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４ 組織体制

５ 会員について

⑴ 会員数

会長 国立大学法人信州大学 副学長 林靖人

副会長 松本ガス株式会社 代表取締役社長 清水是昭

副会長 松本市 副市長 中野嘉勝

監事 株式会社八十二長野銀行 松本信用金庫

運営委員
大学、研究機関、自治体、金融機関、地域エネルギー会社１７者
ＭＺＣＣの活動については、運営委員会で協議した上で実施している。

事務局
運営委員会事務局は信州大学
松本市 環境・地域エネルギー課
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⑵ 構成

・ 松本平地域で事業を営む中小規模
の事業者から都市圏に本社を置く
大企業まで様々
・ 建設業が最も多く、続いて製造業、
卸売業・小売業となっている。
・ 自治体は３市３村が参加
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６ 取組み

定例フォーラム

・目的
テーマを設けて会員の相互学習と
共同的実践の機会提供及び会員参加促進

・内容
基調講演を中心にパネル討論やフリー交流会
などを実施

課題別部会

・目的
会員が有する課題の解決策を議論する
実践的機会の提供、会員ネットワーク質的向上

・内容
会員課題を把握し、課題別部会を設置し、
課題検討、プロジェクト提案等の機会を設ける

その他

・ 現在の若手職員が2050年には各事業者の中核を担う人材になるため、必要な知識の習得や
主体性の醸成を目的とした若手職員向けの学習会を開催
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今年度の取組み（定例フォーラム）

５

第１３回定例フォーラム
参加人数：１００名

「迫る気候変動の危機に向けた地域の取り組みのこれから」
一般社団法人Climate Integrate
代表理事 平田 仁子氏

第１４回定例フォーラム
参加人数：６０名

「ＥＶの動向と、充電に関する基礎知識」
産業技術総合研究所 安全科学研究部門
主任研究員 櫻井 啓一郎氏

家庭部門の脱炭素化を考える
特別フォーラム
参加人数：６３名

「オランダのエネルギー協同組合ワットヌに学ぶ家庭部門の
脱炭素化支援」

北星学園大学 文学部 心理・応用コミュニケーション学科
准教授 寺林 暁良氏

第１５回定例フォーラム
参加人数：６１名

「太陽光発電の導入場所が広がる ペロブスカイト太陽電池
とプラグインＰＶの技術動向」

公益財団法人自然エネルギー財団
上級研究員 尾身 悠一郎氏
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６

省エネ建造物部会
参加人数：２０名

「株式会社アスピア ＺＥＢ建築完成見学会」
場所：株式会社アスピア ＡＳＵＰＩＡ ＮＥＸＴ

モビリティ部会
参加人数：２４名

「松本平のモビリティの脱炭素を進めるためには」
場所：松本市役所 大会議室

再エネ部会
参加人数：２４名

「みのわサスティナブルエネルギーＰＧ 現地視察研修」
場所：箕輪町役場

再エネ部会
参加人数：２７名

「地球の恵みファーム・松本 現地見学会」
場所：地球の恵みファーム・松本

省エネ建造物部会
モビリティ部会
参加人数：２８名

「株式会社角藤中央事務所 現地見学会」
「新型 日産リーフ試乗会」
場所：株式会社角藤 中央事務所

今年度の取組み（課題別部会）
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７ ＭＺＣＣの展望

【現状の整理】

・活動量は増加
・会員の実践例が生まれつつあり
・会員同士の関係が深化しつつあるが

運営委員会の活性化

７

【課題】

・課題の深堀りをすべきでは
（企画が単発になりがち）

・もっと仲間を増やすべきでは
・会員同士のプロジェクトが
もっと生まれるといいのに

ＭＺＣＣの使い勝手向上

エネルギー事業会社３社も加わり、現場の課題を共有し
情報交流を活性化することで、企画段階で課題深堀を意識

実践部会（会員同士のプロジェクト形成）の設置
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８ 松本市としてＭＺＣＣをどのように利用してきたか

・ＭＺＣＣの枠組みを通じて会員に声をかけ、積極的に巻き込みながら市の施策を検討
・ＭＺＣＣの使い方を模索

活用実績

⑴ 地域エネルギー事業会社の設立
⑵ 脱炭素先行地域事業におけるオフサイト太陽光の検討
⑶ ゼロカーボン市民アクションプランinまつもとの域内展開

８
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活用実績① 地域エネルギー事業会社の設立

⑴ 経緯

⑵ MZCCにおける取組内容

⑶ 取組による成果

・ 再エネ関連事業の中核的役割を担う地域エネルギー事業会社の設立を検討
・ まつもとゼロカーボン実現計画において「地域新電力の設立など地域エネルギー供給事業
の具体化」を個別施策のひとつに掲げる。

令和４年７月 第２回定例フォーラムにおいて「地域エネルギー事業会社の検討について」
というテーマで松本市から会員に共有

地域エネルギー事業会社の設立検討に向けた意向に関するアンケート調査を
会員向けに実施→６１者から回答 約５割が出資に興味あり

令和４年８月
～９月

出資に興味を示した会員に対して、再度アンケート調査及び個別ヒアリング
を実施し、中核事業者候補を選定

令和５年８月
～９月

令和５年１０月～ 中核事業者候補と設立に向けた協議を実施

令和６年８月 ＭＺＣＣ会員の松本ガス株式会社が中核事業者と
なり、同じく会員である東洋計器株式会社、エア・ウォーター東日本
株式会社、松本信用金庫、松本市、塩尻市、朝日村、山形村とともに、
松本平ゼロカーボンエネルギー株式会社（ＭＺＣＥ）を設立
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（参考資料）松本平ゼロカーボンエネルギー株式会社について
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（参考資料）松本平ゼロカーボンエネルギー株式会社について
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活用実績② 脱炭素先行地域事業におけるオフサイト太陽光の検討

⑴ 経緯

⑵ MZCCにおける取組内容

⑶ 取組による成果

・ 乗鞍地域において、環境省「ゼロカーボンパーク」第１号に登録
・ 令和４年４月に自然公園型の脱炭素先行地域として、第１回選定に申請し採択
・ 事業継続のため、地域内河川を利用した小水力発電と併せて、乗鞍地域内外における
太陽光発電事業の可能性について検討
→太陽光発電事業の電源が必要となった。

令和７年３月
MZCC会員向けにオフサイト太陽光事業の検討に係る説明会を開催
・ 約４０者が参加
・ 宮之本 前副市長が会員に向けて協力を呼びかけ

令和７年４月
説明会を踏まえて電源開発及び電源用地貸与に興味を示した事業者１３社に
ヒアリングを実施

検討の結果、脱炭素先行地域から辞退することになったが、MZCC会員の協力もあり
乗鞍地域の年間電力需要量分を生み出す太陽光発電の容量２，８００ｋWのうち、公共施設含め
２，７００KW分の設置可能性を短期間で見出すことができた。
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活用実績③ ゼロカーボン市民アクションプランinまつもとの推進
⑴ 経緯

⑵ MZCCにおける取組内容

⑶ 取組による成果

・ 令和６年度に無作為抽出で選ばれた市民約５０人を対象に「気候市民
会議まつもと」を開催

・ 専門家からの情報提供を踏まえて意見を出し合い「ゼロカーボン市民
アクションプランinまつもと」を市民が中心となってまとめた。

・ アクション１－３「市民が気候変動対策を進めるための相談窓口を
活用するなどして、自分ができる気候変動対策を把握しよう」

・ 相談窓口の具現化に向けて、事業者が持っている知識やノウハウが
必要であった。

令和７年８月 「家庭部門の脱炭素化を考える特別フォーラム」開催

令和７年９月
～１０月

ＭＺＣＣ会員のうち家庭部門のＢｔｏＣサービスを
実施している企業等８社にサウンディングを実施

令和７年１１月
～現在

相談窓口の具現化に向けた、実践部会準備会を開催
→合計で２１者のＭＺＣＣ会員が参画

・Ｒ８年度からＳＢＣくらしフェア、ＮＢＳグッドライフフェスタに相談カウンターを設置予定
・来年度の新年度総会において、実践部会を設立予定
→実践部会は、ＭＺＣＣ会員が事業提案者となり、メンバー募集を通じて、
会員は取組む事業ごとに自由に参加できる仕組み
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（参考資料）ゼロカーボン市民アクションプランinまつもとについて

事業提案者が事業責任者となり、全体の統括を行う。会員は、取組む事業ごとに自由に参加できる
仕組みとし、事業に要する費用は参加者が持ち寄る。

時 間 軸

事業構想
ＭＺＣＣ
運営委員会
への提案

運営委員会
での承認

ＭＺＣＣ運営
事務局へ事業
案持込み

各事業を事業提案
者主体で実施

事業
継続

事務局を通じて
メンバー募集

定例フォーラム等
で事業の進捗報告

（参考資料）実践部会のイメージ
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詳細はこちら
（松本市ＨＰ）
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ご清聴ありがとうございました
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